
 

これからフローサイトメトリー実験を始める方は必見！ 
 

【今更聞けない、、、 
        どのくらい抗体を使えばよいの？ ― 製品情報の確認方法】 

 

フローサイトメトリー実験に関する、今更聞けない質問にお答えする「今更聞けない、、、」ですが、今回はこれからフロー

サイトメトリー実験を始める方向けに、抗体の適正量やアイソタイプなど抗体情報を確認する方法となぜその確認が必要

なのかをお話ししたいと思います。 

 

フローサイトメトリー実験で使用する抗体の 1サンプル当たりの使用量は、 

基本的には ≦1 μg（1 サンプル＝1 x 10^6 cells/100 μL）ですが、抗体クローンによって異なります。 

これは抗体クローンによって抗原への結合強度や耐久性などが異なるためです。使用適正量は細胞の種類やその状態

によっても異なるため、細胞ごとのタイトレーション実験をして事前に適切な抗体量を確認しておくことが推奨されます。 

タイトレーション実験前に使用予定の抗体の一般的な推奨使用量を知りたい場合は、まず製品のデータシートを確認し

ます。 

 

■抗体製品のデータシート（Technical Data Sheet; TDS） 

BioLegend社の抗体製品の製品情報は、TDS に記載されています。 

データシートを確認するためには、BioLegend社のウェブページ（https://www.biolegend.com/）上部の検索

欄に製品番号を入力します。 

 

 

 

 

TDS には、製品ごとに多少異なりますが、下記のような様々な情報が記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.biolegend.com/


 

■「今更聞けない、、、」シリーズ お題大募集中■ 

フローサイトメトリー実験についての「今更聞けない、、、」なことを大募集しています。 

TDB News に採用された方にはオリジナル USB メモリーをプレゼントします。 

お題お申込み、過去の記事はこちらからご確認ください。 

 

Clone：抗体クローン名 

Regulatory Status：製品規格 （RUO；研究用、ASR;分析物特異的試薬、詳細は第九回） 

Isotype：抗体のアイソタイプ 

Concentration：抗体濃度 

Product Citations：製品を使用した実績のある文献 

Reactivity：抗体が結合できる細胞の生物種 

 

そしてこの TDS内には、下記のように、実験時に役立つ情報が含まれています。 

Recommended Usage：推奨使用量 

Application Notes：様々なアプリケーションで使用する際の注意点など 

Application References：BioLegend社内で確認されたアプリケーション以外で、抗体を使用した文献例 

 

 

■テストサイズ抗体とは 

フローサイトメトリー用抗体試薬の中には、使用時に適正な濃度に希釈済みの抗体製品もあります。テストサイズ抗体と

言われるその製品は、ロットごとに適正に濃度が事前検討されており、事前のタイトレーション実験を行わずに、ご自身の

実験にお使いいただくことができます。 

テストサイズ抗体のロットごとの抗体の濃度は分析証明書（COA；Certificate of Analysis）に記載があります。 

 

COA には、抗体濃度のほかに、消費期限や抗体量などの記載もあります。 

 

BioLegend 社の COA確認サイト 

https://www.biolegend.com/ja-jp/certificate-of-analysis 

ロット番号（Bから始まる 6桁の数字）を入力すると、該当ロットの COA を入手できます。 

 

 

実験前には製品データシートや COA をぜひ一度確認し、正しい製品情報を入手しておきましょう。 
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